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１．緒言 

フリーライドスキーとは FISが主催する従

来のフリースタイルスキーとは異なり、自由で

危険度の高いエクストリームスポーツである。

種目は、ビッグエア、ハーフパイプ、スロープ

スタイルなどがある。フリーライドスキーが日

本に伝わり約 10 年、人口も急上昇中のスポー

ツが、来期の冬季オリンピックの正式種目とな

ったのはここ最近の話である。また本場外国で

X-GAMES、DEWTOUR等、さまざまな大会やツア

ーが盛んに開催されている。国内では、redbull 

tag air が開催されるなどして、近年では各ス

キー場でフリースキーヤー達にとって良い環

境が整い始めている。こういった冬季限定のス

ポーツでは、シーズン終わりからシーズン初め

にかけてのオフトレーニングが非常に重要視

され、トランポリンやウォータージャンプなど

のオフトトレーニングを行っているスキーヤ

ーが多いとされている。そこで本研究はトラン

ポリンに着目し、その有効性、必要性について

調査し、トランポリンを行うことによって実際

の雪上、またウォータージャンプに有効なのか、

トランポリンはオフトレーニングに必要なの

かを研究することを目的とする。 

 

２．研究方法 

年間滑走数の多い、フリーライドスキー経験

者、大会経験者２０名にアンケート調査を行う。 

オフトレーニングのウォータージャンプ、ト

ランポリンについて幾つかの質問に回答して

もらう。 

 

３．結果と考察 

トランポリンの有効性について、空中感覚を

体に覚えこませること、新技を練習することに

ついては特に有効ということがアンケート調

査より明らかとなった。トランポリンの必要性

について、アンケート結果より、大会経験者の

多くはオフシーズンにトレーニングを行って

おり、技の完成度や、新技の練習にはオフトレ

ーニングが欠かせないという意見が多く、トレ

ーニングを行っていないスキーヤーは、転倒や

トリックの未完成等で、大会で結果を残すこと

ができていないという結果より、オフトレーニ

ングでのトランポリンは空中感覚、技の完成度

の維持、新技の練習を行うことに必要である、

ということが明らかとなった。 

 

４．まとめ 

これらの研究結果より、オフシーズンにおけ

るトランポリンの有効性、必要性が明らかとな

った。今後の課題としては、よりオフトレーニ

ングでのトランポリンが最適であるというこ

とを証明するために、トランポリン、また板を

履いて行うトリック動作のバイオメカニクス

的研究、また優位性についての研究を行ってい

くことである。 
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